
210 INTERNET magazine 1996/2

▲
M

a
c

in
to

s
h

第8回

Windowsマシンとの通信

これまでEudoraを使ったメール交換

やFTPによるファイル交換など、主に

UNIXユーザーとのやり取りについて

紹介してきました。今回はMS-DOSや

Windowsユーザーとの通信をテーマ

に、メールシステムの例としてcc:Mail

を、ファイル交換の例としてNetWare

サーバーの使用例を紹介します。

Macユ
ーザー

のため
の

ネット
ワーク

構築講
座

（株）ビー・ユー・ジー 製品開発部門
プロジェクトリーダー

三浦 訓志
さとし

+ 吉田 淳

連 載

メールシステムの分類

世の中にはさまざまメールシステムが

存在しますが、コンピュータ間のメール

の受け取り方・送り方に注目すると以下

の2種類に分けられます。

1公開されたメール転送プロトコル（手

順）を用いるもの

2独自のメール転送プロトコルを用いる

もの

ここでのプロコトルとはAppleTalkや

TCP/IPなどのプロトコルのことではな

く、それらの機能を利用したさらに上位

のプロトコルのことです。また、ユーザ

ーのメールがどこに保存されるか、とい

う点に注目するとこれも次の２種類に分

けられます。

1メールがサーバーに保存されるもの

2メールがユーザーの手元に保存される

もの

それでは実際のメールシステムでこれ

らの違いがどのように現れるかを見てま

しょう。

Eudoraの場合
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

Macintoshユーザーに広く使われてい

るインターネットメールのソフトウェア

「Eudora」の場合は、メールを受信する

ときはメールサーバーからPOP3という、

一般に公開されたプロトコルを使ってメ

ールを受け取ります。読んだメールはユ
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メール メール 

クライアント クライアント 

メールサーバー 

ーザーの手元に保存されます（図1）。メ

ールを送信する場合にはSMTPという、

こちらもよく知られたプロトコルを使って

メールをサーバーに送り出します。POP3

もSMTPもTCP/IPというトランスポー

トプロトコルを利用しているため、Eudo-

raの使用にはMacTCPが必要になるわけ

です。SMTPは主にUNIXマシン間のメ

ール転送に用いられ、インターネットで

のメールの転送でも主流となっています。

インターネットに接続されている組織で

は、接続に用いられているマシンと外部

のマシンでSMTPを使用してメール交換

を行っているところがほとんどだと思いま

す。

cc:Mailの場合
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

今回紹介するロータスの「cc:Mail」

の場合には、利用者全員のメールはファ

イルサーバーの1か所に「ポストオフィス」

と呼ばれるデータとして蓄えられ、ユー

ザーのマシンから直接そのデータを変更

することによってメールの送受信が行わ

れます（図2）。メールの一部をユーザー

側に持ってくることも可能ですが、メー

ルは通常はサーバーに残されます。この

ような方式は「ファイル共有型」と呼ば

れています。この方式はファイル共有と

いう汎用のデータ交換のプロトコルを用

いてはいるものの、独自の形式のデータ

にアクセスする方式という点では独自プ

ロコトルによるメールシステムであるとい

えるでしょう。cc:Mailはこのような形態

であるためにEudoraと比べ、以下のよ

うな利点があります。

1同じユーザーが違うマシン（オペレー

ティングシステムは必ずしも同じであ

る必要はない）からメールを読むこと

ができる

2 ユーザーにメールが残らないため、ユ

ーザーのマシンがクラッシュしてもメー

ルには影響がない

3メールの管理を1か所で行うため、メ

ールの一括バックアップが可能

Eudoraの場合はEudoraを実行した

Macintoshにメールが保存されるため、

同じユーザーが他のMacintoshでEudo-

raを使うと新着のメールしか読むことが

できません。これに対してcc:Mailの場合

は、ポストオフィスのデータにアクセスで

きるマシンであればどこからメールを読ん

でも新着のメールも、すでに読んだメー

ルも参照できるわけです。(Eudoraでも

サーバーにメールを残す設定が可能です

が、メールの数が増えると新着のメール

の検索に時間がかるのであまり実用的で

はありません) Eudoraではメールを保存

しているマシンのハードディスクが故障し

たりすると過去のメールが失われること

があり、また第三者が不正に既読のメー

ルを見ることもできてしまいます。

逆に、cc:MailがEudoraなどのメール

システムと比べて不利な点としては以下

図2 cc:Mailのメールシステム
（メールはポストオフィスに保存される）

図1 Eudoraのメールシステム
（メールはクライアントに配送される）

メール 

ユーザー ユーザー 

ポストオフィス 
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図3 異機種間でのファイル共有
ネットワークOSを使えば、サーバーを介してPCとMacintosh
の間でデータを共有できる

図4 Macintoshでメールを作成しPCユーザーに送信する

のような点があげられます。

1 ポストオフィスのデータが破壊される

と利用者全員のメールが失われる可能

性がある

2メール交換を独自方式で行うため、他

のメールシステムとの接続には専用の

ソフトウェアが必要となる

実際に運用されているネットワークの

中では、より多くの組織とメール交換を

行うためにさまざまな形態のメールシス

テムが共存しているような場合も多いで

しょう。POP3もSMTPも広く公開され

ている手順であるため、フリーウェアを

始めとするさまざまなクライアントソフト

ウェアが存在しますが、ファイル共有型

の場合は独自の手順を用いる専用ソフト

を使用する場合がほとんどです。ファイ

ル共有型で、MacintoshとPCの両方で

使用可能な製品としては、ロータスの

cc:MailとマイクロソフトのMS-Mailが広

く使われています。

今回はcc:Mailのみを紹介しますが、

PC用のEudoraも日本語化されたものが

「Eudora Pro」としてクニインターナショ

ナルから発売されています。すでにUNIX

のメールシステムがあるような環境では、

UNIXマシンを介してMacintoshのEudo-

raユーザーとPCのEudoraユーザーの間

でメール交換を行うことが可能です。

異機種間でメールを交換するには

ネットワーク上のファイルサーバーにポ

ストオフィスを置いて、MacintoshとPC

の両方からアクセスするためには、まず

MacintoshとPCがファイルサーバー上の

データファイルを共有できる環境を整え

ます。ここで必要なのがいわゆるネット

ワークOSとクライアント用のメールソフ

トウェアです。

ネットワークOSを用意する
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

MacintoshとPCの両方からファイル

サーバーとして使用できるネットワーク

OSの製品としては、ノベルの「Net-

Ware」やマイクロソフトの「Windows-

NT Server」などがあります。これらは

AppleShareのファイルサーバーの機能を

持っており、ネットワーク上のMacin-

toshからは、通常のAppleShareのサー

バーのように扱うことができます。つまり

NetWareやWindows NTのサーバー上の

ディスクやその一部のディレクトリー

（Macintoshでいうところのフォルダー）

をMacintoshのデスクトップにマウント

することができるわけです。PCとサーバ

ーの通信には、一般にはNetWareの場

合は「IPX」プロトコル、Windows NT

サーバーの場合は「NetBEUI」というプ

ロトコルが使われ、いずれの場合もサー

バーのディスクやディレクトリーをローカ

ルのPCにマウントして手元のディスクの

ように使うことができます（図3）。

インターネットメールの場合には、

MacintoshにMacTCPなどを組み込んで

TCP/IPでの通信が行えるようにして

UNIXサーバー側にプロトコルを合わせる

必要がありました。これに対し、Net-

共有ファイル 

PC Macintosh

AppleTalkIPX / NetBEUI

NetWare / Windows NTサーバー 
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WareやWindow NTをサーバーとして使

用する場合には、それぞれに固有のプロ

トコルをそのまま使うことができ、特別

に機能を追加する必要はありません。も

ちろんMacTCPとEudoraがすでにイン

ストールされているMacintoshに、さら

にcc:Mailのソフトウェアをインストール

することもできます。

cc:Mailを使う
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

「cc:Mail」はEudoraなどのフリーソフ

トウェアと違い、使用する人数分のライ

センスとソフトウェアを購入する必要が

あります。ソフトウェアも各OS用のもの

があり、リモートアクセス用のものをはじ

めとするさまざまなパッケージ製品があり

ますが、小規模な運用に適した「基本導

入パック」という製品が発売されていま

す。これには最初からMacintosh用、

MS-DOS用、Windows用の各ソフトウ

ェアと10人分のライセンス、マニュアル

が1セット付いてくるので、とりあえず使

ってみることができます。またNetWare

などのファイルサーバーも別途購入しな

ければならないので出費は少なくはあり

ませんが、ファイルサーバーはメール交換

以外にもいろいろと使い道があるので投

資効果は大きいでしょう。5ユーザー版

のファイルサーバーに10人分のデータを

収納できるポストオフィスを置くことも

できますが、その場合は同時にメールを

読めるのは5ユーザーまでになってしまう

ので、cc:Mailとファイルサーバーのライ

センスの数には注意してください。

cc:Mailとファイルサーバー共に動作が

保証されたメーカー奨励の機材を使用す

るのであれば、インストールはそれほど難

しいものではありません。しかし管理な

どはMacintoshからは行えないのでMS-

DOSやWindowsの知識が不可欠になり

ます。誰か詳しい人に管理者になっても

らいましょう。

メール交換の実際
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

MacintoshとPCとで実際にメールを

交換したときの画面をお見せしましょう。

cc:Mai l のユーザー用ソフトウェアは

Eudoraほど細かい設定はできず、またあ

まり設定する項目のない初心者向けの作

りになっています。ポストオフィスやネッ

トワーク関連の設定は管理者が管理用ソ

フトウェアを使って行います。下の図は、

Macintoshでメールを作成して送信し

（図4）、PCで受信（図5）した後そのメ

ールを読み出した（図6）ところです。

ファイルの添付機能を使えばメッセー

ジ以外にファイルを送付することもでき

ます。ただし、ファイルはそのまま送られ

るため、たとえばテキストファイルなどの送

信の際には後述する改行コードの変換な

どは行われないことに注意してください。

cc:Mailユーザー以外とメール交換する方法
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

さて、自分の周りの人たちが全員

cc:Mailを使っていれば問題はないのです

が、そうでない場合はどうやってcc:Mail

ユーザー以外の人とメール交換ができる

のでしょうか。学校や会社などの組織と

外部とのメールのやり取りにはUNIXの

図5 PCでメールを受信する

図6 PCで受信したメールを表示する
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表1 OS別の改行コード

Macintosh MS-DOS/Windows UNIX

0x0D 0x0D0A 0x0A
（CR） （CR/LF） （LF）

（Macintoshのフォーマット）
改行コードとは、文章の入力中にリターンキーを
押すと文章に挿入される、改行位置を示すマーク
のことですが、この改行コードに対応してファイル
に書かれるデータがOSごとに異なっているのです。

（UNIXのテキストをMacintoshで読んだ場合）
改行コードとは、文章の入力中にリターンキーを□押すと文章に挿入され
る、改行位置を示すマーク□のことですが、この改行コードに対応してフ
ァイル□に書かれるデータがOSごとに異なっているのです。

（MS-DOS/WindowsのテキストをMacintoshで読んだ場合）
改行コードとは、文章の入力中にリターンキーを
□押すと文章に挿入される、改行位置を示すマーク
□のことですが、この改行コードに対応してファイル
□に書かれるデータがOSごとに異なっているのです。

メールを使っている場合がほとんどだと

思われますが、cc:MailユーザーとUNIX

メールのユーザーとはどのようにしてメー

ルをやり取りすることができるのでしょう

か。

前述のように、ファイル共有型のメー

ルシステム場合、ポストオフィスへのア

クセスは独自のプロトコルを用いている

場合がほとんどです。また、UNIXマシ

ン間のメールのやり取りには通常SMTP

というプロトコルが使用されています。

この連載では以前に、ネットワークプ

ロトコルを変換する「ゲートウェイ」に

ついて説明しましたが、メールのプロト

コルの変換にもゲートウェイが存在しま

す。ロータスからは「cc:Mail Link to

SMTP」というゲートウェイソフトウェア

が発売されています。これはcc:Mailのポ

ストオフィスとUNIXサーバーの両方に

アクセスし、定期的にメールを交換する

ものです。マイクロソフトのMS-Mailに

も同様のソフトウェアが存在します。

MS-DOS/Windowsとファイル交換

これでMS-DOS/Windowsユーザーと

Macintoshユーザーがネットワーク上で

メールを交換でき、外部ともメールで通

信のできることがわかりました。次にデ

ータファイルを交換するポイントについて

解説しましょう。

フロッピーでファイルを交換する
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

ちょっとしたファイルであればフロッピ

ーディスクにコピーしてMacintoshユー

ザーとMS-DOS/Windowsユーザーで交

換することができます。現在は双方で

1.44Mバイトの容量のフロッピーディス

クが主流（最近のPC98 シリーズは

1.44Mバイトの読み書きが可能です）に

なっています。ただし、データをフロッ

ピーディスクへ書き込む方式が異なるた

め、互いのフロッピーディスクをそれぞれ

のドライブに入れてもそのままではデータ

の読み書きはできません。

MS-DOSにはMacintoshのフロッピー

ディスクを読むデバイスドライバーやツー

ルは標準では付属しませんが、Macin-

toshでは漢字Talk7 .5 からは標準で

「PCExchange」というコントロールパネ

ル書類が用意されています。これを漢字

Talkのインストールディスクからインス

トールしておけば、MS-DOSのフロッピ

ーディスクをMacintoshのドライブに入

れても読み書きができるようになります。

またMacintosh上でMS-DOSの形式の

物理フォーマットもできるようになります。

サーバーでファイルを交換する
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

せっかくcc:MailやMS-Mailのために

NetWareやWindowsNT サーバーを購入

したのであれば、これをMacintoshと

MS-DOS/Windowsとの間のファイル交
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換に使わない手はありません。いずれの

サーバーの場合もサーバー上のディスク

はMacintoshからもMS-DOS/Windows

からも通常のネットワークドライブとして

使用できますから、適当なフォルダーを

作ってそこを互いに読み書きすればよい

わけです。Macintosh同士のように直接

相手のディスクをマウントすることはでき

ませんが、ファイルサーバーを仲介にし

てファイルのやり取りができます。ファイ

ルサーバーではきめ細かなアクセス権利

の設定ができるので、不正なアクセスへ

の対策を施すこともできます。

ファイル形式の違い
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

このようにフロッピーディスクやファイ

ルサーバー経由でMacintoshとMS-

DOS/Windowsとの間のファイル交換を

行うことは物理的には可能ですが、最終

的なファイルの中身の解釈の方法が違う

ためにデータの互換性がない場合も少な

くありません。そもそも互換性がないア

プリケーション間でファイルを交換する

ということももちろん不可能です。ただ

しちょっとした変換を行うことによって

データに互換性を持たせることができる

場合も多々あります。典型的な例として

は、テキストファイルの改行コードがあ

げられます。改行コードとは、文章の入

力中にリターンキーを押すと文章に挿入

される、改行位置を示すマークのことで

すが、この改行コードに対応してファイ

ルに書かれるデータがOSごとに異なって

いるのです（表1）。

改行コードの違い程度であれば、改行

コードに出合うたびにそれを置換すれば

よいわけですから、そのためのソフトウェ

アもいろいろ存在します。ちょっとした

プログラミング経験がある方でしたらす

ぐに変換用のツールを書けると思います。

筆者は主に「TextToMac」（図7）という

フリーソフトウェアを使用しています。こ

れはMacintosh、MS-DOS、UNIX間の改

行コードの変換がドラッグアンドドロッ

プでできるので便利です。漢字コードに

関しては、幸いMacintoshもMS-DOS/

Windowsも一般にシフトJIS形式が使わ

れているので変換の必要はありません。

ファイル情報の欠陥
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

MacintoshとMS-DOS/Windowsの間

のファイルの交換では、そのファイルの

種類に関する情報が欠落してしまいます

ので注意が必要です。たとえばMacin-

tosh上でテキストファイルを作ってMS-

DOS/Windowsに持っていっても、ファ

イル名の最後に「.TXT」などという、

「拡張子」と呼ばれる、ファイルの種別

を表す名前を付けないと、それがテキス

トファイルであることがわからなくなりま

す。逆にたとえばW i n d o w s 版の

Microsoft Excelで作成したスプレッドシ

ートをMacintoshに持っていっても、た

とえそのMacintoshにMicrosoft Excelが

インストールされていてもそのままでは

MacintoshはExcelのファイルとは認識

してくれません。したがってファイルのア

イコンをダブルクリックしてもExcelが起

動するようなことはありません。

しかし、PC Exchange、NetWare、

WindowsNTはいずれもMacintoshのフ

ァイルの種類とMS-DOSの拡張子の対応

を定義できるようになっていますので、そ

の機能を使えばコピーされたファイルを

目的のアプリケーションから開くことが

できるようになります。

ファイル名の長さ
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

最後にもっとも大事なことですが、

MS-DOS/Windowsユーザーとデータを

交換するときはファイル名を8文字以下

にする「思いやり」も忘れないように

（相手がWindows95/NTユーザーであっ

てもNetWare4.1Jを利用したファイル交

換ではまだ長いファイル名は使用できま

せん）。

●

以上、Windowsマシンとの通信につ

いて解説しました。弊社でもcc:Mailを

運用していますが、実際にはEudoraを

使っている人もいますし、メールソフトは

その仕組みを理解した上でシステムの環

境と好みで使いわければよいのではないで

しょうか。次回は、LAN間接続について

解説しようと思います。

図7 テキスト変換ソフトウェアのTextToMac
（designed by ITO, Kei and coded by SUMIYA, Takahiro）
Macintosh、MS-DOS、UNIXの間でテキストファイルを変換できる
入手先：j ftp://iij.ad.jp/pub/mac/umich/util/text/texttomac1.2.hpx
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